
日
本
に
お
け
る
新
華
僑
華
人
社
会
の
現
在

段

躍
中

日
本

の
新

華
僑

華

人
社

会

に

は
、

こ
の
数

年
来

、
新

し

い
動

き
が

見

ら

れ

る
。

こ
の
小
文

で
は

「新
華

僑

華

人

の
現
在
」

を

キ
ー

ワ
ー

ド

に
、

以

下

の
三
点

か
ら

そ

の
新

し

い
動

き
を
整

理

し

て
み

る
。

r

在
日
中
国
人
の
数

法
務
省
が
発
表
し
た
統
計

(二
〇
〇
八
年

一
二
月
)
に
よ
れ
ば
、
外
国

人
登
録
を
し
た
在
日
中
国
人
は
六
五
万
人
台
に
達
し
、
在
日
韓
国

・
朝
鮮

人
を
超
え
て
、
二
二
〇
万
人

の
在
日
外
国
人
社
会
の
ト
ッ
プ
に
躍
り
出

た
。
そ
れ
以
降
も
、
在
日
中
国
人
の
数
は
年
々
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
、

今
後
数
年
間
で

一
〇
〇
万
人
華
僑
華
人
時
代
に
入
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

中
国
国
籍
を
も
つ
在
日
中
国
人
の
ほ
か
、
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
元
中
国

人
も

一
一
万
人
を
超
え
、
両
方
合
わ
せ
る
と
華
僑
華
人
の
数
は
八
〇
万
人

台
に
入
る
計
算
に
な
る
。

2

新
華
僑
華
人
の
社
会
的
活
動

新
華
僑
華
人
社
会
の
実
力
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。
八
〇
年
代
初

期
に
来
日
し
た
留
学
生
た
ち
は
、
二
十
数
年
の
日
本
滞
在
を
通
し
て
、

一

人

ひ
と

り
が
多

く

の
実
績

を
築

い
た

ほ
か
、

社
会

へ
の
貢

献

を
実

現

し

て

い
る
。
華

僑
華

人
企

業

と
団
体

も
多

く

出
現

し
、

そ
れ

ぞ

れ
が
優

れ
た

成

果

を
見

せ

て

い
る
。

主

に
次

の
四

つ
の
特
徴

が
挙

げ

ら
れ

る
。

ま
ず

そ

の

一
は
、

教
育

・
研

究

分
野

に
お

い
て
、
各

大
学

と
研

究
機

関

に
多

く

の
学
者

と
研

究
者

が
進

出

し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

改
革

開
放

以

後

来
日

し
た
中

国
人

の
多

く

は
、

日
本

で
博

士
学

位

を
取
得

し

て

い
る
。

日
中
交
流

研
究

所

に
よ

る
不
完

全

な
統

計

で
は
あ

る
が
、

こ
の
二
十
数

年

間

に

日
本

の
各

大
学

で
六
千

人
余

り

の
中

国
人

が
博
士

学

位
を

取
得

し

て

い
る
。

そ

し

て
、

日
本

語

で
書

か
れ

た
学
位

論
文

を

は

じ
め
、

多
く

の
日

本

語

の
著

書

も
刊

行

さ
れ
、

そ

の
数

は
す

で
に

一
〇

〇
〇

点

を
超

え

て

い

る
。
博

士
学

位
を

取
得

し

た
中

国
人

の
多

く

は
、

日
本

の
各
大

学

で
教

え

て

い
る

ほ
か
、
政
府

や
民
間

の
研

究

機
関

に
も
勤

め

て

い
る
。

日
本

に
は

七
〇

〇

以

上

の
国
立

公

立

と

私

立

の
大
学

が
あ

る
が
、

全

て

の
大
学

と

言

っ
て

い

い
ほ
ど
中

国
人
教

師

を
雇

っ
て

い
る
。
法

務

省

入
国
管

理
局

の

発
表

し

た
統

計

で

は
、

「教

授

」

ビ

ザ

を
持

っ
て

い

る
在

日
中

国
人

は
二

六
〇

〇
人

以
上

で
あ

り
、

永
住

ビ
ザ

を
持

つ
在

日
中

国

人

と
日
本

国
籍

を

取
得

し

た
元
中

国
人

の
中

に

も
大
学

教

員

や
研
究
者

が
少

な
く

な

い
こ
と

日本における新華僑華人社会の現在z[3



か

ら
、

大
学

教

員
と

各
種
研

究
機

関

の
研
究

者

は

お
よ

そ
五
〇

〇

〇
人

い

る

の
で
は
な

い
か
と

も
推

測
さ

れ

る
。

博

士
号

を

取
得

し
た
在

日
中

国
人

た
ち

は
、
様

々

な
団

体

を
作

っ
て

い

る
。

最

も
早

く

に
設

立
さ

れ
た

「在

日
中
国

科
学

技
術

者

聯
盟

」

は

一
七

年

の
歴
史

が

あ

り
、

五
〇

〇
人

以
上

の
会
員

を
有

し

、
会

員

の
大
半

が
博

士
号

取
得

者

で
あ

る
。

一
九

九
六

年
七

月

に
設
立

し

た

「全

日
本
中

国
人

博

士

協

会

」

も

そ

の
有

力

団

体

の

一
つ
で

あ

る
。

「
日

本

華

人

教

授

会

議

」

は
、

大

学
教
授

を
中

心

に
二
〇
〇

三
年

に
設

立

さ
れ
、

着

実

に
活
動

を
展
開

し

て

い
る
。

そ

の
二
は

、
新
華

僑

華
人

は
起

業
活
動

を
盛

ん

に
行

っ
て

い
る

こ
と

で

あ

る
。

い
ま

ま

で

の
日
本
華

僑
華

人
社

会

で
は

か

つ
て
な

か

っ
た

こ
と
も

彼

ら

に
よ

っ
て
実

現

さ
れ

て

い
る
。
自

ら
設

立

し
た
会

社

を
日
本

の
株
式

市

場

に
上

場

さ
せ

た

こ
と

で
あ

る
。
在

日
中

国
人
向

け

の
食

料

品
店

や

レ

ン
タ

ル
ビ

デ

オ
店

の
経

営

か
ら
始

ま

っ
た
新
華

僑
華

人

経
営

者

に

よ
る

ビ

ジ
ネ

ス
は
、

今

で
は
多

角
的

に
発

展

し

て
い
る
。
飲

食
店

、

旅
行

社

、
美

容
室

、
自

動

車

学
校

な

ど

サ
ー

ビ

ス
業

の
ほ
か

に
も
、

投
資

・
コ
ン
サ

ル

テ

ィ

ン
グ

・
国

際
貿

易

・
中

国
語

教
育

・
気

功
整

体

な
ど
広

範

囲

に
わ
た

る
ビ

ジ

ネ

ス
を

展

開

し

て

い

る
。

な
か

で
も
、

I
T

産
業

、

特

に

コ
ン

ピ

ュ
ー

タ

ー

ソ

フ
ト

の
開
発

制
作

は

日
本

社
会

か

ら
注

目

さ
れ

て

い
る
。

例

え
ば

、
株

式

を
店

頭

公
開

し

て

い
る
新

華
僑

華

人

ベ

ン
チ

ャ
ー
企
業

で

あ

る
、

ソ

フ

ト
ブ

レ
ー

ン
株

式

会

社

(
二
〇

〇

〇

年

一
二
月

上

場

)
、

イ

ー

ピ

ー

エ

ス
株

式

会

社

(
X
1
0

0

1
年

七

月

上

場

)
、

株

式

会

社

サ

ン

・
ジ

ャ
パ

ン

(
二
〇
〇

三
年

三
月
上
場

、

現

・
株

式
会

社

S

J
I
)

な

ど
、

こ
れ
ら

の
企

業

に

は

以
下

の
よ
う

な
共
通

し

た
特
徴

が

あ

る
。
す

べ

て

の
企
業

が

ハ
イ

テ

ク
産

業

で
あ

る

こ
と
、

代
表

者

は
す

べ

て
六

〇
年

代

初
期

に
生

ま

れ
、

八
〇
年

代

初
期

に
来

日

し
た

元
留
学

生

(国
費

)

で
、

し

か
も

日
本

で
博
士

課
程

を

修

了
し

て

い
る

こ
と
、

そ

の
上

、
会

社
名

は

す

べ

て
カ
タ

カ
ナ

(英
語

名

)

で
あ

る

こ
と

が
挙

げ

ら
れ

る
。

ソ

フ
ト
ブ

レ
ー

ン
株
式

会

社
創

業
者

の
宋
文

洲
氏

は
、

経
営

の
第

一
線

か
ら

は
退

い

た

が
、
現
在

、
講

演

と
執

筆

活
動

を
中

心

に
活
躍

し

て

い
る
。

イ

ー

ピ
ー

エ
ス
株

式

会
社

社

長

の
厳

浩

氏

は
、
会

社

経

営

と
同

時

に
、

「
日
本

中

華

総
商

会
」

の
会

長

も
務

め

て

い
る
。

X
10

1
0
年

五
月

に

「日
本

中
華

総

商
会

」
設

立
十

周
年

記
念

パ
ー

テ

ィ
ー
が
東

京

で
盛
大

に
行

わ

れ
た

が
、

同
会

は
最

も
注

目

さ
れ

る
華

僑
華

人
経
済

団

体

に
な

っ
た

に
違

い
な

い
。

新
華

僑
華

人
企

業

が
架

け
橋

の
役
割

を

果
た

し
、
中

国

企
業

に

よ
る

日
本

企
業

の
買
収

も

二
〇

〇
九

年

に
初

め

て
実

現

し
た

。
中

国

の
大

手

民
営

企

業

で
あ

る
蘇

寧
電

器

が

日
本

ラ
オ

ッ
ク

ス

の
筆

頭
株

主

に
な

り
、

取
締

役

二
名

を
送

り
込

ん

で

い
る
。

こ
の
史

上
初

の
出

来
事

の
仕

掛

け
人

は
、

中

文

産
業

株
式

会
社

社

長
を

務

め
、

日
本
中

華
総

商
会

副
会

長

で
も

あ

る
羅

恰

文
氏

で
あ

る
。

そ

の
三

は
、
多

く

の
出

版
活

動
を

行

っ
て

い

る

こ
と

で
あ

る
。
週

刊

・

隔

週
刊

・
月

刊

・
季
刊

と

い

っ
た
多

種
多
様

な
新

聞

や
雑

誌
な

ど
約

四
〇

紙

(誌

)

が
発

行

さ

れ

て

い

る
。

生

活
情

報

に
留

ま

ら
ず

、

日
中

関

係

・

国
際
関

係

・
政
治

・
経

済

・
社
会

・
文

化

・
生

活
と

い

っ
た
内

容

が
含

ま

れ

て

い
る
総

合
的

な

も

の
で
あ

る
。

ま
た

、
新
聞

雑
誌

以
外

に
も
、

新
華

僑

華

人

に

よ

る

テ

レ

ビ
放

送
事

業

も

ス
タ

ー

ト

し
、

す

で
に

三
社

で
五

チ

ャ

ン
ネ

ル

の
中

国
語

テ

レ
ビ

チ

ャ

ン
ネ

ル
を
正

式

に
開
局

し

て

い

る
。

現

在
池

袋

の
中

国
物

産
店

や

レ

ス
ト

ラ

ン
な
ど

に
は
無

料

で
入
手

で
き

る

2c4



中
国
語
新
聞
や
雑
誌
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
、
「中
文
導
報
」
「東
方

時
報
」
「聯
合
週
報
」
「華
風
新
聞
」
「華
人
週
報
」
「陽
光
導
報
」
「半
月

文
摘
」
「
日
中
新
聞
」
「中
華
時
報
」
「日
本
新
華
僑
報
」
「中
日
新
報
」

「新
華
時
報
」
「華
人
女
性
月
刊
」
「新
民
晩
報
日
本
版
」
「日
中
商
報
」

「大
富
報
」
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
出
版
社
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
日
本

僑
報
社
は
、
二
〇

一
〇
年
五
月
現
在
、
二
〇
〇
点
も
の
日
中
関
係
と
華
僑

華
人
に
関
す
る
書
籍
を
刊
行
し
て
い
る
。

そ
の
四
は
、
新
華
僑
華
人
団
体
の
最
新
動
向
と
し
て
、
任
意
団
体
か
ら

N
P
O
法
人

(特
定
非
営
利
活
動
法
人
)

へ
の
転
換
が
あ
る
。
前
述
し
た

最
も
歴
史

の
長
い

「在
日
中
国
科
学
技
術
者
聯
盟
」
は
、
二
〇

一
〇
年
四

月
に
N
P
O
法
人

「日
中

ハ
イ
テ
ク
促
進
機
構
」
を
設
立
し
た
。
「日
本

華
人
教
授
会
議
」
は
、
N
P
O
法
人

「中
日
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
設

立
し
た
。
「日
本
雲
南
聯
誼
協
会
」
は
二
〇
〇
〇
年
に
設
立
し
、
翌
年
N

P
O
法
人

に
登
録
し
た
。
黒
龍
江
省
出
身
の
新
華
僑
華
人
に
よ
る

「日
本

黒
龍
江
省
経
済
文
化
交
流
促
進
協
会
」
は
二
〇
〇
九
年
に
発
足
し
た
N
P

O
法
人
で
あ
る
。
湖
南
省
出
身
者
に
よ
る
N
P
O
法
人

「日
中
交
流
支
援

機
構
」
は
二
〇

一
〇
年
三
月
に
内
閣
府
か
ら
認
証
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

多
く
の
N
P
O
法
人
が
誕
生
し
た
こ
と
は
、
新
華
僑
華
人
社
会
の
よ
り

一

層
の
成
熟
と
日
中
交
流
へ
の
よ
り
多
く
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

m

日
本
社
会
か
ら
の
注
目

華
僑
華
人

へ
の
日
本
社
会
全
体
か
ら
の
注
目
度
が
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
各
分
野
に
お
け
る
華
僑
華
人
の
活
躍
が
日
本
社
会
全
体
へ

の
発
信
に
つ
な
が
り
、
在
日
中
国
人
と
い
う
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
は
も
は
や

閉
じ
た
社
会
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と

は
近
年
出
版
さ
れ
た
書
籍
や
朝
日
新
聞
を
は
じ
め
大
手
媒
体
の
華
僑
華
人

に
関
す
る
報
道
か
ら
も
伺
え
る
。

日
本
経
済
新
聞
社
記
者
の
吉
田
忠
則
氏
が
執
筆
し
た

『見
え
ざ
る
隣
人

-

中
国
人
と
日
本
社
会
』
(日
本
経
済
新
聞
出
版
社
)
は
、
二
〇
〇
九

年

の
刊

行
後

、

日
中
両

国

で
大

き
な
反

響

が
あ

っ
た
。

木
下

俊
彦

早
稲

田

大
学
名

誉
教

授

は
、

日
経
新

聞
書

評
欄

で
そ

の
本

を
紹

介

し
た

ほ
か
、

早

大
中
国

塾

で
吉

田
氏

に

よ
る
講
演

会

も
企
画

し

た
。
出

版
元

の
内

容
紹

介

に

は

「今

や
在

日
最
多

数

民
族

と
な

っ
た
中

国

人
。
彼

ら

は
何

を
思

っ
て

日
本

に
き

た

の
か
?

身

近
な

存
在

に
も

か
か

わ

ら
ず

日
本

人

の
ほ
と
ん

ど
が
理

解

で
き

て

い
な

い
現
代

日
本

の
中

国
人

の
実
像

を

日
経
新

聞
編

集

委

員

が
生

き
生

き
と
描

く

ノ

ン
フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
。
筆
者

は
、

日
本

経

済
新

聞
社

き

っ
て

の
中

国

通
。

そ

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は
池
袋

の
中
華
料

理
店

経

営
者

か

ら
、
作
家

、

エ

コ
ノ
ミ

ス
ト
、
中

国
共

産
党

要
人

ま

で
幅

広

い
。

改
革

開

放

路
線

以
降

に

日
本

に
や

っ
て
き

た
新

華

僑

の
実

像

を

明

ら

か

に
」

す

る
、
と
書

か

れ

て

い
る
。

ま

た
、

同

じ
く

二
〇
〇

九
年

に
、
新
華

僑

の
パ

ワ
ー

の
源
泉

に
迫

る

一

冊

で
あ

る

『
日
本

で
活
躍

す

る
在

日
新
華

僑
』

が
東

方
通

信
社

か

ら
刊
行

さ
れ
、

大

き
な

反
響

を
呼

ん
だ
。

こ
の
本

に
は
、
経

営
者

、
芸

術
家

、

マ

ス

コ
ミ
関

係
者

な

ど
、
各

界

の
第

一
線

で
活

躍
す

る
五

〇
人

が
登
場

す

る

が
、
中

国

人
記

者

が
在

日
新

華
僑

に

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

し
、

そ

の
活

躍
ぶ

り

を

日
本

に
紹
介

す

る
も

の
と
し

て
本
邦
初

と

出
版

元

は
紹
介

し

て

い
る
。

朝

日
新

聞

の
長
期

連

載

「在

日
華
人

」

は
、

二
〇
〇

九
年

か

ら

二
〇

一
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○
年
ま
で

一
年
以
上
続
い
た
。
取
り
上
げ
た
新
華
僑
華
人
は
多
数
で
、
掲

載
さ
れ
た
記
事
は
中
国
語
に
訳
さ
れ
、
在
日
中
国
人
の
新
聞

「中
文
導

報
」
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
初
め
て
の
試
み
は
大
成
功
し
、
日
中
両

国
の
読
者
か
ら
好
評
を
得
た
。
こ
の
連
載
を
通
し
て
、
変
貌
し
つ
つ
あ
る

新
華
僑
華
人
社
会
の
立
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、

外
国
人
と
し
て
初
め
て
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
在
日
中
国
人
作
家
の
楊
逸
氏

シ
　
ズ
ト
オ

は

'

1
1O

1
O
年

三
月

か
ら
朝

日
新

聞
夕

刊

に
、

小
説

「獅

子
頭

」
を

連

載

し

て

い
る
が

、

こ
れ

は
新
華

僑
華

人
社

会

に

お

い
て
初

め

て
の

こ
と

で

あ

る
。

現
在

、
楊

逸
氏

は
小

説

の
執
筆

だ

け

で
な

く
、
講

演
会

、
テ

レ
ビ

出

演

な
ど

、
最

も
注

目
さ

れ

て

い
る
在

日
新

華

僑

の

一
人

に
な

っ
て

い
る
。

『
コ
リ

ア

ン
世

界

の
旅

』

で
知

ら
れ

る

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト
、

拓
殖

大

学

教

授

の
野
村

進
氏

は
、
講

談
社

の
依
頼

に

よ
り
、

二
〇

〇
九

年

か
ら
日

本

の
新

華

僑

華

人

を
取
材

し

て
お
り

、

「
在

日

チ

ャ
イ

ニ
ー

ズ
社

会

の
旅

」

(仮
題

)

を
刊

行

す
る
予

定

で
あ

る
。

メ
デ

ィ
ア
か

ら

の
注

目

だ
け

で
は

な
く
、

日
本

政
府

、
自

治
体

な

ど
も

在

日
新
華

僑

華

人
を
ま

す

ま
す
重

視

す

る
よ
う

に
な

っ
た
。

二
〇

〇
九

年

に

は
、

参

議

院

総
務

委

員

会

で
参

考

人

に

な

っ
た

新

華

僑
華

人

も

い
れ

ば

、

上

海
万

博

日
本
館

の
愛

称

の
選
定

に
、

在

日
新
華

僑
華

人

の
代
表

二

名

の
参
加

も
あ

っ
た
。

そ

し

て
、

外
務

大
臣

表
彰

受
賞

者

の
リ

ス
ト

に
、

初

め

て
在

日
新
華

僑
華

人

の
氏
名

が
掲

載

さ
れ

た
。

こ

の
よ

う

に
、

日
本

の
新
華

僑

華

人

は
、

日
本

社

会

か

ら

か

つ
て
な

か

っ
た

ほ

ど
注

目
を
集

め

て
い
る
。

メ
デ

ィ
ア

の
力

を
生

か

し
て
、

よ
り

成

熟

し

た

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

の
形
成

も

期
待

で
き

る

の

で
は
な

い
か
と
考

え

ら

れ

る
。
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